
○【理解度】同一母集団の教科別経年変化
≪小学校≫

≪中学校≫

年度・学年 国語 社会 算数 理科

R7 ・ 小４ 86.3 80.4 82.4 89.8

R7 ・ 小５ 86.7 83.6 79.9 90.9

R６ ・ 小４ 85.3 82.1 84.0 90.0

R７ ・ 小６ 87.4 86.8 74.8 86.5

R６ ・ 小５ 87.4 83.7 79.3 90.8

R５ ・ 小４ 86.3 81.2 84.3 90.4

年度・学年 国語 社会 数学 理科 英語

R7 ・ 中1 79.3 71.6 67.9 72.9 66.5

R7 ・ 中2 78.0 63.9 61.1 64.3 63.6

R６ ・ 中1 80.9 70.5 68.4 71.6 67.0

R７ ・ 中3 76.1 70.6 64.1 62.6 58.8

R６ ・ 中2 77.5 63.9 61.4 64.4 62.8

R５ ・ 中1 79.7 68.8 69.6 71.4 66.2 

小学校の算数では
学年が上がるごと、理
科では小5から小4の
変化を見ると、わかる

実感が低下している
状況です。それ以外は、
前年度と同じ、または
上昇しています。

中学校では、中1か
ら中2の変化を見る
と、すべての教科でわ

かる実感が低下して
います。一方、中2か
ら中3の変化を見る
と、社会と数学では上
昇していたり、国語や
理科の低下が、中1か
ら中2のときの変化
に比べて小さく抑え

られています。
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Ⅲ 学習意識調査の結果
２ 学習の好感度 ※数値は「とても好き」「まあ好き」と肯定的回答をした割合(%)。

○【好感度】同一学年比較（昨年度との比較） ※差は、小6－小4、中3－中1の値。
≪小学校≫

≪中学校≫

R7 国語 社会 数学 理科 英語

中1 54.2 61.8 54.3 62.7 61.0

中2 63.9 60.8 50.9 59.4 59.1

中3 64.5 69.1 55.2 59.8 54.3

差 ＋10.3 ＋7.3 ＋0.9 －2.9 －6.7 

R6 国語 社会 数学 理科 英語

中1 55.1 60.2 52.8 63.0 60.6

中2 61.1 60.8 52.2 60.3 57.6

中3 65.3 66.5 53.9 57.3 56.8

差 ＋10.2 ＋6.3 ＋1.1 －5.7 －3.8

昨年度と比べて、特に

大きな変化は見られま
せんでした。

小学校の数学と理科
では、上の学年ほど低
く、中学校の国語では、
上の学年ほど高い状況
にあります。

R7 国語 社会 数学 理科 英語

小4 68.9 62.8 69.9 84.5

小5 63.5 63.2 63.5 82.4 

小6 61.5 67.0 59.7 74.5 64.7

差 －7.4 ＋4.2 －10.2 －10.0 

R6 国語 社会 数学 理科 英語

小４ 67.3 65.3 70.7 84.9

小５ 63.9 63.3 63.6 81.4

小６ 61.3 66.7 57.9 74.5 63.9

差 －6.0 ＋1.4 －12.8－10.4
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○【好感度】同一母集団の４層ごとの経年変化
≪小学校≫（４教科平均）

≪中学校≫（５教科平均）

小学校では、各層と
もに、学年が上がるご
とに前年度を下回っ
ています。学習内容の
難易度が上がるにつ
れて、好感度が低下
する状況です。

中学校では、各層と
もに、大きな変化は
見られません。

年度・学年 学年の平均値 Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

R7 ・ 小４ 71.5 81.0 75.0 68.8 61.4 

R7 ・ 小５ 68.2 79.7 70.7 65.3 57.1 

R６ ・ 小４ 72.1 81.2 74.4 69.6 63.0

R７ ・ 小６ 65.5 76.0 69.7 62.1 54.3 

R６ ・ 小５ 68.1 79.7 71.2 64.7 56.9

R５ ・ 小４ 72.3 81.7 75.2 69.5 62.8

年度・学年 学年の平均値 Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

R7 ・ 中1 58.8 75.3 62.9 54.1 42.5 

R7 ・ 中2 58.8 78.2 64.9 52.6 39.7 

R６ ・ 中1 58.3 75.7 62.0 52.6 42.2

R７ ・ 中3 60.6 78.2 66.6 55.5 42.1 

R６ ・ 中2 58.4 78.0 63.9 52.4 39.7

R５ ・ 中1 58.0 76.6 62.7 52.0 40.9
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○【好感度】同一母集団の教科別経年変化
≪小学校≫

≪中学校≫

年度・学年 国語 社会 算数 理科

R7 ・ 小４ 68.9 62.8 69.9 84.5

R7 ・ 小５ 63.5 63.2 63.5 82.4 

R６ ・ 小４ ６７．３ ６５．３ ７０．７ ８４．９

R７ ・ 小６ 61.5 67.0 59.7 74.5

R６ ・ 小５ ６３．９ ６３．３ ６３．６ ８１．４

R５ ・ 小４ ６７．７ ６４．３ ７２．３ ８４．８

年度・学年 国語 社会 数学 理科 英語

R7 ・ 中1 54.2 61.8 54.3 62.7 61.0

R7 ・ 中2 63.9 60.8 50.9 59.4 59.1

R６ ・ 中1 ５５．１ ６０．２ ５２．８ ６３．０ ６０．６

R７ ・ 中3 64.5 69.1 55.2 59.8 54.3

R６ ・ 中2 ６１．１ ６０．８ ５２．２ ６０．３ ５７．６

R５ ・ 中1 ５４．８ ５９．０ ５５．５ ６０．４ ６０．５

小学校では、小5か
ら小6を見ると社会
の好感度が上昇して

いますが、他は、各教
科ともに、学年が上が
るごとに低下してい
ます。

中学校では、中1か
ら中2の変化を見る
と、国語と社会で上昇

し、数学と理科と英語
で低下しています。一
方、中2から中3の変
化を見ると、国語と社
会が上昇し、理科と英
語が低下するところ
は同じですが、数学は
低下ではなく上昇に

転じています。
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Ⅲ 学習意識調査の結果
３ 学習への意識 ※数値は「とてもあてはまる」「まああてはまる」と肯定的回答をした割合(%)。
○同一母集団４層ごとの経年変化（現小6・中3）

≪学習していて、おもしろい、楽しいと思うことがある。≫

≪①授業で習ったことはそのまま覚えるのではなく、その理由や考え方も一緒に理解
 しようとしている。≫

小･中 年度・学年 学年の平均値 Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

小

R７・小６ 75.5 87.4 78.7 72.4 63.7 

R６・小５ 77.7 87.6 81.2 75.1 67.2 

R５・小４ 81.0 88.5 82.5 80.0 73.0 

中

R７・中３ 76.1 87.8 80.9 71.5 64.1 

R６・中２ 74.5 85.0 78.3 71.9 63.0 

R５・中１ 81.2 88.0 83.3 78.8 74.7 

小･中 年度・学年 学年の平均値 Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

小

R７・小６ 70.5 87.0 77.3 64.2 53.8 

R６・小５ 70.4 85.3 74.2 65.8 56.3 

R５・小４ 74.9 81.4 76.9 74.0 67.4 

中

R７・中３ 67.4 85.1 75.3 62.0 47.6 

R６・中２ 62.4 80.5 67.9 57.9 44.1 

R５・中１ 69.4 83.2 75.3 66.3 52.6 

どちらの質問項目
についても、小4から
小5を見ると、C層、D
層において、中1から
中2を見ると、B層、C
層、D層において、お
よそ5ポイント以上の
低下が見られました。

どちらも小学校のC、D層、中学校のB、C、D層で低下。中2から中3にかけて上昇している。
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Ⅲ 学習意識調査の結果
３ 学習への意識 ※数値は「とてもあてはまる」「まああてはまる」と肯定的回答をした割合(%)。
○同一母集団４層ごとの経年変化（現小6・中3）

≪②自分の意見や考えを相手にわかりやすく伝えることができる。≫

≪③算数･数学の授業で、文章や式、図や表などを組み合わせて自分の考えを説明した
 ことがある。 。≫

小･中 年度・学年 学年の平均値 Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

小

R７・小６ 65.7 80.3 71.5 61.2 49.9 

R６・小５ 67.0 79.7 69.7 63.5 55.2 

R５・小４ 71.6 79.7 73.5 69.1 64.1 

中

R７・中３ 63.1 75.1 67.5 59.0 51.4 

R６・中２ 60.6 73.1 65.0 57.3 47.4 

R５・中１ 65.6 76.7 68.5 64.1 53.2 

小･中 年度・学年 学年の平均値 Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

小

R７・小６ 69.3 89.0 78.6 64.2 45.9 

R６・小５ 69.9 87.9 76.7 66.1 49.0 

R５・小４ 71.7 83.9 76.9 69.3 56.6 

中

R７・中３ 55.2 76.7 64.3 49.7 31.9 

R６・中２ 54.0 77.5 61.0 48.0 30.8 

R５・中１ 65.6 86.3 75.5 59.6 41.2 

どちらも小学校、中学校のC、D層で低下している。中2から中3にかけて上昇している。
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Ⅲ 学習意識調査の結果

○今年度の手立てに向けて

（１）昨年度までの結果と今年度の結果から
・平均正答率を4層分析で見ると、D層の結果の上昇が見られる。
・平均正答率を４層分析で見ると、C-D層間の差が他の層間より大きく開いている。
・理解度については、中3を除き、C層、D層で前年度を下回っている。
・以上3点から、D層の結果の上昇は見られるものの、引き続きD層に注視した取組が必要。

（２）今後の手立て

今後さらに必要と考えられる手立てを考えるために、
・分析委員会などの検討から得られた必要な授業改善のアイデアの視点から
・課題となる理解度の低下と同じ傾向として、C層、D層の結果の低下が見られる質問項目に注目する
視点から下の3つの質問項目に焦点を当てた。

①授業で習ったことはそのまま覚えるのではなく、その理由や考え方も一緒に理解しようとしている。
②自分の意見や考えを相手にわかりやすく伝えることができる。
③算数･数学の授業で、文章や式、図や表などを組み合わせて自分の考えを説明したことがある。



第２章 Ⅳ 調査結果のまとめと手立て
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Ⅳ 調査結果のまとめと手立て
１ 調査結果の成果（●）と課題（●）

（１）成果
●（教科）2教科及び5教科平均正答率の川崎市と全体の差に着目して比較すると、小学校は調査を実施し

 た全ての学年、中学校は中2、中3が全体より上回る結果であった。
●（教科）川崎市と全体の平均正答率の差について経年で比較すると、令和５年度の小４は全体より下回っていた

が令和７年度には上回るなど、経年比較ができる小5、小6、中2、中3で良くなっている。
●（意識）理解度について、同一母集団の経年比較をすると、中2から中3の変化を見ると上昇している。

 （A層以外のB、C、D層が上昇している。）

（２）課題
●（教科）4層分析において各層間の差を見ると、小学校は2教科全ての学年で、中学校は社会の中1、中２、

理科の中2を除く5教科全ての学年で、C-D層間の差が最も大きく開いていた。
●（意識）理解度の4層分析の経年比較では、D層は小4から小5、小5から小6、中1から中2、C層は、小5

から小6、中1から中2で、他よりも大きな低下が見られる。

●（意識）Ｃ、Ｄ層は、自分の考えを他者に伝えることが苦手である。その理由としては、意味や考え方につい
て、他の学習内容との関連や、他の考えとの違いなどについて思考できないことなどが挙げられる。

（３）まとめ
・川崎市と全体の平均正答率の比較では、学年が上がるにつれて良い傾向となり、授業改善の成果が表れ
 ている。
・理解度等の質問項目で低下が大きいC、D層に着目した授業改善を進めていくことが大切である。



Ⅳ 調査結果のまとめと手立て
２ 今後の手立て

１ 「何がわかっていて、何がわ
かっていないか」について、児
童生徒が自覚できるようにす
る。

２ わからないことに対して諦
めず、粘り強く取り組むために、
ねらいを明確にしたペア学習
やグループ学習を取り入れる。

３ いつでもＧＩＧＡ端末等を活
用して、学習に取り組める環境
を整備する。

学習状況調査の結果を生かした授業改善の視点

継

続

実

施

今
後
重
視
す
る
ポ

イ
ン
ト

〇 「わからない」や「途中までわかる」を踏まえた、自分の考え
を表現できるようにすること。
・考えたことや聞いたことなどを、他者に向けて表現する機会を意図
的･計画的に設定する。

〇 いくつかの考え方を関連付けて理解できるようにすること。
・児童生徒の多様な考えの中にある、各教科等で大事にしている考え
方に焦点をあてられるように、その考えを価値づけたり、発問や問い返
しを工夫したり、板書の構造化を図ったりして理解につなげる。

〇 Ｃ、Ｄ層の疑問や考えを大切にした授業展開を心がけること。
・Ｃ、Ｄ層の「ここまでできたけど、この先が…」や「この前学習した〇〇
を使いたいけど…」など、つぶやきや様子を見取り、途中まで考えた意
見や考えを大切にすること。
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C、D層の児童生徒に着目

全ての児童生徒が「わかる」を実感できる授業の実現を目指す



第２章 Ⅴ 結果の一覧
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主体的に学習に取り組む態度の結果一覧
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A層 B層 C層 D層 Ａ-Ｄ層
の差

1

友だちが書いた文章や話したことを参

考にして、自分にはない新しい考えや自
分とは違う考えを持とうとしている。

86.8 91.1 90.3 87.3 77.6 13.5

2
自分の考えをはっきりと正確に伝える
ために、より良い言葉を探したりあては
めたりして工夫している。

85.9 93.6 90.1 85.1 73.7 19.9

3 自分で目標を決めて、こつこつ読書をし
ている。

56.9 69.3 60.2 52.4 43.8 25.5

4
短歌や俳句、文章を詳しく読んで、どの
ような心や思いが込められているかを
考えている。

70.2 77.1 72.7 69.5 60.2 16.9

5
はっきりと正確に伝わるように、違う言
葉を使ったり文章を書き直したりしてい
る。

84.8 91.8 89.8 83.8 72.4 19.4

1
算数の授業で、図をかいたり動かした
り、大きさや長さを測ったりしながら考
えるのは楽しい。

83.4 90.8 87.4 83.3 71.3 19.5

2

解き方がわからない問題でも、これまで

に学習したことを活用して、論理的に少
しずつ解こうとしている。

88.7 95.7 92.7 89.0 76.6 19.1

3
新しい問題を解くときに、これまでに
習ったことをどうやって使えば解けそう
か、考えるようにしている。

85.7 93.7 90.3 84.8 73.1 20.6

4
自分の解き方を振り返って、良いところ
やわかりにくいところ、工夫していると
ころなどを考えるようにしている。

82.1 88.6 84.2 82.4 72.6 16.0

5
友だちと、問題の解き方やより良い解き
方を伝え合っている。

79.0 86.7 81.2 79.3 67.8 18.9

小４
算数

教科
質問
番号 質問内容

肯定群
回答割合

（％）

学力層別　肯定群回答割合（％）

小４
国語

A層 B層 C層 D層 Ａ-Ｄ層
の差

1
質問したりアドバイスし合ったりして思
いや考えを伝え、先生や友だち、地域の
人と進んで交流しようとしている。

64.0 73.2 65.8 60.2 56.4 16.8

2
友だちが書いた文章や話したことを参
考にして、自分にはない新しい考えや自
分とは違う考えを持とうとしている。

83.3 91.4 85.9 81.5 74.0 17.4

3

文章を読むとき、別々の段落で書かれて
いることを、考えとその事例、結論とそ
の理由といった関係を考えながら読む
ようにしている。

73.6 84.8 77.9 70.5 60.7 24.1

4
自分の考えをはっきりと正確に伝える
ために、より良い言葉を探したりあては
めたりして工夫している。

83.0 91.6 86.4 80.6 72.7 18.9

5
本で読んだことを参考にして、学校や家
庭の学習や生活の場面で、より良くなる
よう工夫している。

67.5 80.0 69.1 64.1 56.0 24.0

6
同じような言葉でも細かな意味の違い
があることを、例文を作ったり文章を書
き直したりして確かめている。

77.1 85.3 79.1 75.4 67.9 17.4

7
はっきりと正確に伝わるように、違う言
葉を使ったり文章を書き直したりしてい
る。

82.6 91.0 85.0 81.1 72.7 18.3

1
算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡
単な式で表現できたり、わからない値が
求められたりして便利だと思う。

90.8 97.9 95.6 91.4 77.7 20.2

2
解き方がわからない問題でも、これまで
に学習したことを活用して、論理的に少
しずつ解こうとしている。

88.7 95.9 94.3 88.3 75.8 20.1

3
新しい問題を解くときに、これまでに
習ったことをどうやって使えば解けそう
か、考えるようにしている。

85.3 93.2 91.3 84.0 72.2 21.0

4
買い物や料理、工作など普段の生活で
も、学校で習った分数や割合の考え方を
使って考えようとしている。

72.6 79.4 75.4 70.4 64.8 14.6

5
文章題で求められていることを、式に正
しく表すことができたかどうかを振り
返って検討するようにしている。

74.9 85.3 78.6 72.7 62.3 23.0

6
問題を解いた後で、もっと他の解き方は
ないかと工夫して考えてみることがあ
る。

67.4 77.8 72.3 62.7 56.2 21.6

7
友だちと、問題の解き方やより良い解き
方を伝え合っている。 79.0 86.6 82.2 77.2 69.5 17.1

小５
算数

教科
質問
番号

質問内容
肯定群

回答割合
（％）

学力層別　肯定群回答割合（％）

小５
国語
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A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

1
質問したりアドバイスし合ったりして思
いや考えを伝え、先生や友だち、地域の
人と進んで交流しようとしている。

61.4 72.4 64.3 56.5 52.2 20.2

2
友だちが書いた文章や話したことを参
考にして、自分にはない新しい考えや自
分とは違う考えを持とうとしている。

85.1 92.1 88.9 83.1 76.2 15.9

3
同じテーマや主題の作品を読み比べて、
共通点や相違点を見つけたりして、自分
の考えを持とうとしている。

57.9 64.9 57.1 55.0 54.3 10.6

4
自分の考えをはっきりと正確に伝える
ために、より良い言葉を探したりあては
めたりして工夫している。

86.5 94.8 90.0 85.8 75.1 19.7

5
本で読んだことを参考にして、学校や家
庭の学習や生活の場面で、より良くなる
よう工夫している。

70.0 84.6 75.1 64.6 55.3 29.3

6
短歌や俳句、文章を詳しく読んで、どの
ような心や思いが込められているかを
考えている。

73.4 79.3 74.6 71.5 67.8 11.5

7
はっきりと正確に伝わるように、違う言
葉を使ったり文章を書き直したりしてい
る。

87.7 95.3 91.2 87.0 76.9 18.4

1
算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡
単な式で表現できたり、わからない値が
求められたりして便利だと思う。

90.7 98.1 95.9 91.5 77.2 20.9

2
解き方がわからない問題でも、これまで
に学習したことを活用して、論理的に少
しずつ解こうとしている。

86.4 96.7 92.3 85.2 71.1 25.6

3
新しい問題を解くときに、これまでに
習ったことをどうやって使えば解けそう
か、考えるようにしている。

85.7 96.1 91.3 84.8 70.3 25.8

4
買い物や料理、工作など普段の生活で
も、学校で習った分数や割合の考え方を
使って考えようとしている。

69.1 77.9 73.0 65.3 59.9 18.0

5
文章題で求められていることを、式に正
しく表すことができたかどうかを振り
返って検討するようにしている。

71.9 85.2 76.8 67.9 57.5 27.7

6
１つの問題について、これまで習ったこ
とを工夫して使えば、いろいろな解き方
があると気づくことがある。

76.7 89.8 82.1 73.5 61.1 28.7

7

問題を解いた後で、もう一度解き方を振
り返って、良いところと間違っていると
ころやもっと工夫ができることを見つけ
出して、より良い解き方を考えるように
している。

63.2 78.8 67.7 57.7 48.2 30.6

教科
質問
番号

質問内容
肯定群

回答割合
（％）

学力層別　肯定群回答割合（％）

小６
国語

小６
算数
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A層 B層 C層 D層 Ａ-Ｄ層
の差

1
質問したりアドバイスし合ったりして思
いや考えを伝え、先生や友だち、地域の
人と進んで交流しようとしている。

61.2 69.1 64.9 59.5 51.1 18.0

2
友だちが書いた文章や話したことを参
考にして、自分にはない新しい考えや自
分とは違う考えを持とうとしている。

83.6 91.8 88.9 82.3 71.1 20.7

3

自分が書いた文章や話すときの原稿を
見直して、理由が書けているか、もとの
文章を踏まえているか 、構成がしっかり
しているかなどを振り返っている。

78.0 90.7 84.3 74.8 61.5 29.2

4
言葉を選んだり工夫して使ったりして、
きめ細かな心の様子や情景を伝えよう
としている。

84.4 92.2 88.2 83.3 73.2 19.0

5
本で読んだことを参考にして、学校や家
庭の学習や生活の場面で、より良くなる

よう工夫している。

57.7 67.3 56.4 54.3 52.4 14.9

6 敬語や丁寧語に、どのような心が込めら
れているかを考えている。

82.2 83.8 83.1 83.5 78.3 5.5

7
はっきりと正確に伝わるように、違う言
葉を使ったり文章を書き 直したりしてい
る。

86.3 95.0 90.6 84.6 74.4 20.6

1
世界が平和で争いがない社会になるに
は、どのようなことが必要か考えてい
る。

79.1 83.3 80.2 79.6 73.3 10.0

2
授業で設定した学習の問題（課題）を、進
んで調べたり考えたりして解決しようと
している。

77.4 87.6 81.2 74.0 66.7 20.9

3
インタビューや現地調査をするときに
は、自ら進んで取り組むようにしている。

70.3 78.5 71.6 69.8 61.4 17.1

4
自分のふるさ とを大切にしたり、より良

くしたいという気持ちを持っている。
90.1 89.4 90.6 90.7 89.7

5 日本のいろいろな地域の農業や工業、商
業が発展することを願っている。

90.2 93.4 92.0 90.5 84.8 8.6

6 社会の出来事を、いろいろな立場や視点
から見るようにしている。

76.1 83.7 78.4 74.5 67.7 16.0

7
異なる国のそれぞれの社会の出来事を
関連づけて考えるようにしている。

70.7 81.3 72.5 67.3 61.5 19.8

1
算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡
単な式で表現できたり、わからない値が
求められたりして便利だと思う。

88.0 97.7 94.3 88.4 71.3 26.4

2
解き方がわからない問題でも、これまで
に学習したことを活用して、論理的に少
しずつ解こうとしている。

83.1 96.3 89.8 81.7 64.2 32.1

3
新しい問題を解くときに、これまでに
習ったことをどうやって使えば解けそう
か、考えるようにしている。

84.2 95.4 89.1 84.4 67.5 27.9

4
アンケート結果をもとに自分たちで結果
をまとめたり考察したりするときには、
統計の考え方を生か している。

69.9 80.3 75.4 67.8 55.5 24.8

5
文章題で求められていることを、式に正
しく表すことができたかどうかを振り
返って検討するようにしている。

71.4 85.8 76.3 69.8 53.2 32.6

6
１つの問題について、これまで習ったこ
とを工夫して使えば、いろいろな解き方
があると気づくことがある。

74.7 85.7 80.5 73.8 58.5 27.2

7

問題を解いた後で、もう一度解き方を振
り返って、良いところと間違っていると
ころやもっと工夫ができることを見つけ
出して、より良い解き方を考えるように
している。

69.3 82.0 74.0 66.3 54.2 27.8

肯定群
回答割合

（％）

学力層別　肯定群回答割合（％）

中１
国語

中１
社会

中１
数学

教科
質問
番号

質問内容
A層 B層 C層 D層

Ａ-Ｄ層
の差

1
自ら進んで、自然の様子を観察したり実
験したりしようとしている。

67.8 74.1 69.4 65.0 62.5 11.6

2
どうやって問題を解決したらいいかと見

通しを持って取り組もうとしている。
79.5 89.4 84.0 77.0 67.5 21.9

3
学習の成果や今後の課題を振り返って
明らかにしている。

73.7 82.7 77.3 71.4 63.3 19.4

4
今日の学習課題を、できる限り自分で考

えて設定しようとしている。
69.7 75.7 72.3 68.3 62.5 13.2

5
今日の実験や観察の仮説を自分で立て
てから実験や観察に取り組むようにして
いる。

81.7 92.3 87.7 78.0 68.4 23.9

6
実験や観察、調査の結果をまとめてレ

ポートに書いている。
64.3 72.6 65.4 62.3 56.8 15.8

7
実験や観察の結果を踏まえて、主体的に
仮説の検証をしている。

72.2 84.4 76.0 67.3 60.7 23.7

1
外国の人々との交流などを通して、外国
の異なる文化に対する理解を深めよう

としている。

79.6 85.2 81.4 78.2 72.4 12.8

2
日本と外国との生活や習慣、行事などの
違いを知り、外国の文化に対する理解を
深めようとしている。

85.9 90.0 88.6 85.9 78.4 11.6

3

関心のある事柄について、相手からの質

問に対し、相手に伝わるよう英語で話す
ようにしている。

80.7 88.8 82.6 80.8 68.9 19.9

4
日常的な話題について、事実や自分の考
え、気持ちなどをまとめ、相手に伝わる

よう英語で話すようにしている。

69.0 78.7 69.2 69.0 56.4 22.3

5
趣味や好き嫌いなど、自分に関する基本
的な情報を相手が読んでわかりやすい
よう英語の文で書くようにしている。

87.0 93.1 89.8 87.5 76.4 16.7

6

話し手の立場に立って相手の意見や考

えを理解するために、英語で聞いたり、
質問したり、意見を言ったりしようとし
ている。

85.6 91.0 88.8 85.5 76.4 14.6

7

書き手の立場に立って、読んだことにつ
いて英語で質問や意見を言ったり、書き

手が望む情報を提供するために交流し
たりしている。

69.0 75.2 72.1 68.8 58.7 16.5

中１
英語

教科
質問
番号

質問内容
肯定群

回答割合
（％）

学力層別　肯定群回答割合（％）

中１

理科
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A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

1
質問したりアドバイスし合ったりして思
いや考えを伝え、先生や友だち、地域の
人と進んで交流しようとしている。

60.7 70.5 64.1 57.8 50.1 20.4

2
友だちが書いた文章や話したことを参
考にして、自分にはない新 しい考えや自
分とは違う考えを持とうとしている。

85.2 92.3 89.7 84.4 74.0 18.3

3

自分が書いた文章や話すときの原稿を
見直して、理由が書けてい るか、もとの
文章を踏まえているか、構成がしっかり
してい るかなどを振り返っている。

80.4 92.1 86.9 78.7 63.7 28.4

4
言葉を選んだり工夫 して使ったりして、
きめ細かな心の様子 や情景を伝えよう
としている。

84.8 92.0 89.4 83.8 73.6 18.4

5
本で読んだことを参考にして、学校や家
庭の学習や生活の場面で、より良くなる
よう工夫している。

53.1 62.2 54.9 49.3 45.6 16.6

6 敬語や丁寧語に、どのような心が込めら
れているかを考えている。

82.4 82.8 84.5 84.4 77.8 5.0

7

はっきりと正確に伝わるように、違う言

葉を使ったり文章を書き直したりしてい
る。

88.4 95.6 93.4 87.2 77.0 18.6

1
世界が平和で争いが ない社会になるに
は、どのようなことが 必要 か考えてい

る。

69.1 74.5 70.7 67.5 63.8 10.7

2
授業で設定した学習 の問題（課題）を、進
んで調べたり考えたりして解決しようと
してい る。

72.8 85.5 77.9 70.1 57.8 27.7

3
社会で働いている人の話を聞いたり、最
新の社会に関する資料を読んだりして、
自分の考えを持とうとしている。

60.7 71.4 61.9 57.7 51.8 19.6

4
自分のふるさとを大切にしたり、より良
くしたいという気持ちを持っている。

84.4 85.5 84.8 85.1 82.0 3.5

5
日本のいろいろな地域の農業や工業、商
業が発展することを願っている。

89.1 93.9 90.8 89.6 82.0 11.9

6
社会の出来事を、異なる意見や価値観を
比べて深く考えるようにしている。

70.5 83.1 73.7 68.1 57.2 25.9

7
異なる国のそれぞれの社会の出来事を
関連づけて考えるようにしている。

69.5 82.0 71.9 66.1 57.8 24.2

1
算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡
単な式で表現できた り、わからない値が
求められたりして便利だと思う。

82.8 96.5 90.1 80.6 63.7 32.8

2
解き方がわからない問題でも、これまで
に学習したことを活用して、論理的に少
しずつ解こうとしている。

78.9 95.1 87.9 75.4 56.7 38.4

3
新しい問題を解くときに、これまでに
習ったことをどうやって使えば解けそう
か、考えるようにしている。

81.0 94.4 88.8 78.7 62.1 32.3

4
アンケート結果をもとに自 分たちで結果
をまとめたり考察したりするときには、
統計の考え方を生かしている。

64.2 77.0 69.6 61.1 48.8 28.2

5
文章題で求められていることを、式に正
しく表すことができたかどうかを振り
返って検討するようにしている。

69.6 85.4 77.5 66.5 48.7 36.7

6
１つの問題について、これまで習ったこ
とを工夫して使えば、いろいろな解き方
があると気づくことがある。

69.6 83.2 76.0 65.9 53.0 30.2

7

問題を解いた後で、もう一度解き方を振
り返って、良いところと間違っていると
ころやもっと工夫ができることを見つけ
出して、より良い解き方を考えるように
してい る。

67.2 81.1 74.3 64.8 48.6 32.5

中2
社会

中2
数学

教科
質問
番号

質問内容
肯定群

回答割合
（％）

学力層別　肯定群回答割合（％）

中2
国語

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

1
自ら進んで、自然の様子を観察したり実
験したりしようとしている。

59.1 65.2 59.3 55.5 56.5 8.7

2
どうやって問題を解決したらいいかと見
通しを持って取り組もうとしている。

74.6 86.5 80.0 70.6 61.2 25.3

3 学習の成果や今後の課題を振り返って
明らかにしている。

70.4 82.0 74.9 66.3 58.4 23.6

4 今日の学習課題を、できる限り自分で考
えて設定しようとしている。

67.4 74.3 70.5 65.7 58.9 15.4

5
今日の実験や観察の仮説を自分で立て
てから実験や観察に取り組むようにして
いる。

77.7 87.9 82.0 75.2 65.5 22.4

6
実験や観察、調査の結果をまとめてレ
ポートに書いている。

71.2 81.7 75.0 68.4 59.6 22.1

7
実験や観察の結果を踏まえて、主体的に
仮説の検証をしている。

71.1 82.8 75.2 66.9 59.3 23.5

1
外国の人々との交流などを通して、外国
の異なる文化に対する理解を深めよう
としている。

69.0 78.3 73.5 66.4 57.5 20.8

2
日本と外国との生活や習慣、行事などの
違いを知り、外国の文化に対する理解を
深めようとしている。

78.3 86.9 82.4 77.9 66.0 20.9

3
関心のある事柄について、相手からの質
問に対し、相手に伝わるよう英語で話す
ようにしている。

76.4 88.6 82.4 73.4 61.0 27.6

4
日常的な話題について、事実や自分の考
え、気持ちなどをまとめ、相手に伝わる
よう英語で話すようにしている。

66.1 81.3 72.4 61.9 48.6 32.7

5
趣味や好き嫌いなど、自分に関する基本
的な情報を相手が読んでわかりやすい
よう英語の文で書くようにしている。

78.5 92.3 85.3 75.3 61.1 31.2

6

話し手の立場に立って相手の意見や考
えを理解するために、英語で聞いたり、
質問したり、意見を言ったりしようとし
ている。

82.6 93.3 87.9 80.6 68.5 24.8

7

書き手の立場に立って、読んだことにつ
いて英語で質問や意見を言ったり、書き
手が望む情報を提供するために交流し
たりしている。

62.7 73.9 68.5 59.7 48.7 25.2

学力層別　肯定群回答割合（％）

中2
理科

中2
英語

教科
質問
番号

質問内容
肯定群

回答割合
（％）
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A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

1
質問したりアドバイスし合ったりして思
いや考えを伝え、先生や友だち、地域の
人と進んで交流しようとしている。

64.5 74.4 66.0 62.1 55.4 19.0

2
友だちが書いた文章や話したことを参
考にして、自分にはない新しい考えや自
分とは違う考えを持とうとしている。

86.6 93.5 91.0 85.2 76.3 17.2

3

自分が書いた文章や話すときの原稿を
見直して、理由が書けているか、もとの
文章を踏まえているか、構成が しっかり
しているかなどを振り返っている。

83.2 92.9 88.5 82.4 68.6 24.3

4
言葉を選んだり工夫して使ったりして、
きめ細かな心の様子や情景を伝えよう
としている。

87.2 93.8 90.9 87.1 76.6 17.2

5
本で読んだことを参考にして、学校や家
庭の学習や生活の場面で、より良くなる
よう工夫している。

54.2 63.5 55.3 50.1 47.5 16.0

6 敬語や丁寧語に、どの ような心が込めら
れているかを考えている。

80.9 81.9 82.5 82.5 76.7 5.2

7
はっきりと正確に伝わるように、違う言
葉を使ったり文章を書き直したりしてい
る。

90.4 96.4 93.7 90.1 81.0 15.4

1
世界が平和で争いがない社会になるに
は、どのようなことが必要か考えてい
る。

69.1 73.1 69.0 69.2 65.2 7.9

2
授業で設定した学習の問題（課題）を、進
んで調べたり考えたりして解決しようと
している。

78.0 88.0 81.7 78.3 64.1 23.9

3
社会で働いている人の話を聞いたり、最
新の社会に関する資料を読んだりして、
自分の考えを持とうとしている。

66.1 74.4 68.9 65.2 56.0 18.4

4
自分のふるさとを大切にしたり、より良
くしたいという気持ちを持っている。

82.3 81.5 82.9 84.5 80.2 1.3

5
日本のいろいろな地域の農業や工業、商
業が発展することを願っている。

89.9 94.2 92.1 90.1 83.3 10.9

6
社会の出来事を、異なる意見や価値観を
比べて深く考えるようにしている。

75.6 85.2 79.4 74.4 63.5 21.7

7
異なる国のそれぞれの社会の出来事を
関連づけて考えるようにしている。

73.1 83.4 76.1 71.9 60.7 22.7

1
算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡
単な式で表現できたり、わからない値が
求められたりして便利だと思う。

82.4 95.8 89.2 80.7 63.7 32.1

2
解き方がわからない問題でも、これまで
に学習したことを活用 して、論理的に少
しずつ解こうとしている。

81.3 95.3 90.1 78.0 61.7 33.6

3
新しい問題を解くとき に、これまでに
習ったことをどうやって使えば解けそう
か、考えるようにしている。

82.9 95.5 90.5 80.4 65.0 30.5

4
アンケート結果をもとに自分たちで結果
をまとめたり考察したりするときには、
統計の考え方を生かしている。

63.9 75.5 70.3 60.7 48.8 26.7

5
文章題で求められていることを、式に正
しく表すことができたかどうかを振り
返って検討するようにしている。

72.5 87.8 80.3 68.3 53.3 34.5

6
１つの問題について、これまで習ったこ
とを工夫して使えば、いろいろな解き方
があると気づくことがある。

72.4 85.7 78.7 69.9 55.1 30.6

7

問題を解いた後で、もう一度解き方を振
り返って、良いところと間違っていると
ころやもっと工夫ができることを見つけ
出して、より良い解き方を考えるように
している。

72.1 84.0 78.7 69.7 55.8 28.2

中3
国語

中3
社会

中3
数学

教科
質問
番号

質問内容
肯定群

回答割合
（％）

学力層別　肯定群回答割合（％）

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

1
自ら進んで、自然の様子を観察したり実
験したりしようとしている。

59.1 64.1 60.1 58.8 53.1 11.0

2
どうやって問 題を解決したらいいかと見
通しを持って取り組もうとしている。

76.2 88.1 81.7 73.8 61.0 27.1

3
学習の成果や今後の課題を振り返って
明らかにしている。

73.3 85.3 77.9 70.3 59.4 25.9

4
今日の学習課 題を、できる限り自分で考
えて設定しようとしている。

70.0 76.3 72.4 71.2 60.2 16.1

5
今日の実験や観察の仮説を自分で立て
てから実験や観察に取り組むようにして
いる。

80.5 88.2 85.2 79.4 69.0 19.2

6
実験や観察、調査の結果をまとめてレ
ポートに書いている。

80.7 90.1 85.6 79.2 67.7 22.4

7
実験や観察の結果を踏まえて、主体的に
仮説の検証を している。

75.6 86.8 80.8 72.8 61.7 25.1

1
外国の人々との交流などを通して、外国
の異なる文化に対する理解を深めよう
としている。

69.6 78.4 73.7 68.7 57.7 20.7

2
日本と外国との生活や習慣、行事などの
違いを知り、外国の文化に対する理解を
深めようとしている。

79.4 86.7 84.0 78.6 68.2 18.5

3
関心のある事柄について、相手からの質
問に対し、相手に伝わるよう英語で話す
ようにしている。

76.0 89.3 82.4 74.0 58.3 31.0

4
日常的な話題 について、事実や自分の考
え、気持ちなどをまとめ、相手に伝わる
よう英語で話すようにしている。

67.5 82.8 74.2 64.6 48.3 34.5

5
趣味や好き嫌いなど、自分に関する基本
的な情報を相 手が読んでわかりやすい
よう英語の文で書くようにしている。

80.1 93.5 88.8 78.8 59.3 34.2

6

話し手の立場に立って相手の意見や考
えを理解するために、英語で聞いたり、
質問したり、意見を言ったりしようとし
ている。

83.9 92.9 90.5 83.3 68.7 24.2

7

書き手の立場 に立って、読んだ ことにつ
いて英語で質問や意見を言ったり、書き
手が望む情報 を提供するために交流し
たりしている。

65.4 76.7 71.2 63.5 50.2 26.5

肯定群
回答割合

（％）

学力層別　肯定群回答割合（％）

中3
理科

中3
英語

教科
質問
番号

質問内容
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※川崎市の欄に記されている数値は、肯定的な回答（「とてもあては まる」

 「まああてはまる」など）をした児童生徒の割合
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